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夢解釈』 （勁草書房、二〇一三年） 、菊地原洋平『パラケルススと魔術的ルネサンス』 （勁草書房、二〇一三年）といった初期近代占星術の専門書を読み解くにあたっても、確かな指針となるだろう。
著者のＨ・ダレル・ラトキン博士は、スタンフォー
ド大学やネヴァダ大学で教鞭を執った後、現在エアランゲン大学のプロジェクト研究員として研究に専念している。彼はテキサス大学オースティン校で古典学を修めたのち、スタ フォード大学で修士号を、二〇〇二年 インディアナ大学で博士号を取得し 。博士論文のタイトルは『占星術、自然哲 、科学史、一二五〇年から一七〇〇年。ピーコ・デッラ・ミラン ラ『予言占星術駁論』の解釈をめぐる研究』 （
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る） 。日本滞在中は占星術研究者の鏡リュウジ氏とトークショーもこなし、 懇親会でもオフでもすぐに皆と打ち解け、硬軟取り混ぜたウィットの効いた話で場を盛り上げるエンターテイナ であった。　
翻訳を担当したのは菊地重仁博士 （東京大学博士研究員）
である。菊地博士に深謝するとともに、翻訳許可をいただいたラトキン博士ならびにケンブリッジ大学出版会にも御礼を申し上げたい。なお、本文のチェック は、本務でお忙しい中、占星術史研究にとって不可欠の校訂本を手がけてきた山本啓二教授（京都産業大学） 、そのほか何人かの手を煩わせた。心より御礼申し上げたい。なお立教大学での博士の公開講演会は、小澤も研究分担者をつとめる平成二四年度立教大学ＳＦＲ「 「ドイツ民族主義宗教運動」の学際的ならびに国際的研究基盤の構築」 （研究代表者前田良三）の援助を得て行われたこともここに記しておく
（本学文学部准教授）
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